
 
カンボジアに学校を贈ろう！（募金贈呈式） 
９日（金）、執行部の５人と、カンボジアに学校

を造るための募金を竹﨑一成芦北町国際交流協会会

長（芦北町長）へお渡ししてきました。平成９年

頃、内戦で疲弊したカンボジアに学校を造ろうとい

う募金活動が佐敷小学校で始まったと聞いていま

す。佐敷小では児童がコメやタマネギを作ったり、

バザーを開いて得た益金を、カンボジアに学校を造

る活動に寄付をしています。田浦中でも、体育大会

や文化祭の時などに募金活動を行っています。 

平成１３年に、最初の学校が南部のシアヌークビル市に造られ、それから５校が造られました

が、最初は３００万円台だった建設費も、現在は１０００万円を超えるそうです。来年か再来年

には目標金額が集まり、６校目を造ることができるのではないかというお話でした。町長・副町

長・教育長他たくさんの方が入られての贈呈式に、生徒会長のＫさんも挨拶ではさすがに手が震

えていました。「入学式や卒業式の式辞とは比べられないくらいの緊張でした。」そうです。 

生徒会スローガン「田浦中ＰＲＩＤＥ」の「Ｅ」は「笑顔」。町長のお話を聞き、カンボジアの

子どもたちに笑顔になって欲しいという願いがさらに強くなった贈呈式でした。 

県中学総体結果！ 
バドミントン部が団体戦ベ

スト８、個人シングルスでＩ

Ｋさんがベスト１６、個人ダ

ブルスでＭＳさん・ＭＲさん

ペアがベスト８という結果を

残しました。卓球・剣道・空

手道もそれぞれベストを尽くした試合ができました。応援ありがとうございました。 

水俣市ナイター陸上記録会 
１７日（土）、夕方から水俣市ナイター陸上競技記録会がエコパ

ークで開催され、田浦中からは１年生５名、２年生１６名、３年生

１０名が参加しました。夕方７時頃になると、ずいぶん涼しさを感

じるようになってきました。日が落ちるのも早くなりました。秋が

近づいています。 

夕暮れの競技場に先日フクマツ建設様・肥後銀行様から寄贈いただいたユニフォーム姿が映え

ていました。会場まで引率していただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 
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 清少納言（枕草子） 



【秘密の部屋】昭和３５年は、今上天皇陛下誕生、ダッコちゃん流行、小林旭さんのズンドコ節がヒットした年です。  
【教科書】010718 
昨夜はコーラスグループ「田浦オオルリ・コール」の

練習に、音楽担当の小森先生と行ってきました。今年も
文化祭での発表をお願いしています。庵先生から「学校
だよりを楽しみにしています。」と言っていただきまし
た。私が中学生の頃の養護の先生です。 
資料室で、昭和２９年の教科書「新しい社会（東京書

籍）」を発見しました。「源頼朝」や「足利尊氏」など、
現在は別の人物とされている画像が載っていること。
人権問題に関する記述がほとんどないこと。今の教科
書と比べながら興味深く読みました。 
余談ですが、フランシスコ＝ザビエルの有名な肖像画も、没後８０年以上たって日本で描かれ

たものです。カトリック教会で、聖職者となった証しに頭頂部を剃り上げることを「トンスラ（キ

リストが磔になったときにかぶっていた棘の冠を模したと言われます）」と言いますが、ザビエ
ルが籍を置いたイエズス会にはそのような習慣はなく、外国で描かれたザビエルの肖像画には髪
の毛があります。 
教科書の最後の項目は「対日平和条約」でした。終戦から１０年。教科書は「国民生活は国民

の努力もあって、いちおうは向上しつつある。」で結ばれています。（Ｈ）  

【田浦中学校生徒会の歌】010720 
過去の学校日誌で調べものをしていると、昭和３５年度の冬休みに「生徒会歌」が募集されて

いることが分かりました。歌詞も挟んでありましたので、２０篇の応募作品の中から、国語研究
部で選出した入選作３点を紹介します。 

 
竹本富士夫さん（当時中学１年生）作詞 

１ 朝霧晴れた遠山に 希望の光満ちあふれ いざ学舎に生きる者  
若人我ら意気高く 真理の道を進もうよ 

２ はるかに望む赤松の ふもとにありて学ぶ我等 郷土の前途を築く者 
若人我ら意気高く 真理の道を進もうよ 

３ 清き姿の殿島を 希望に燃えて望む我等 苦難を越えて進む者 
若人我ら意気高く 真理の道を進もうよ 
 

農中三智さん（当時中学２年生）作詞  
１ 山に囲まれた 海のような青空の下で 日ざしを浴びて 我らの心に太陽が 

希望は燃えて 進む我らの前に清らかに 泉のように湧いてくる 
進もう この我らの力で我らの道を 

２ あの山 この山 楽しい思い出あの時を なつかしみつつ 澄みゆく心に太陽が 

希望は大きく 進め我らのこの手この足よ いばらの道も踏み分けて 
進もう この我らの力で我らの道を  

３ 進んだこの道 友と互いに築いたあとを じっと見つめて 進む道には太陽が 
希望を目指して 進む我らのこの前のこの道の 理想の山は遠いけど 
みんなで さあ進もうよ この我らの力で我らの道を 

 
川中京子さん（当時中学３年生）作詞  
１ 野浦の里の東に 昔の歴史にたえつつ 我ら六百若人の 学び舎 ここに花香る 
２ 朝な夕なに敬愛の 師の教えをば守りつつ 風紀正しく堂々と 築こう我らの生徒会 
３ 歴史は古き先輩の たてし いさを受け継ぎて 今日も励まん健やかに  

我らの団結この力 

４ 桜の記章照り映えて 雄々しき姿 男の子らよ ゆかしき姿 乙女らよ  
ああ麗しき学舎の 我ら六百生徒会 

 


